







plastic hinge model であるが、plastic hinge 部の塑性変形増分を繊維に分割した断面に関する
数値積分で求めるため、塑性変形が極めて精度よく評価できる特長を有しており、その特長から繊

















第 2 章では、数値解析法に関する基礎理論を論じる。本研究では modified incremental 





















性座屈の発生が否定できない部材については 1 部材を 2 要素)近似で実用上十分な精度を有するこ
とを示す。また、本解法の利点の一つである接合部剛性の導入や応用の容易さを利用して、これま
で不明であった接合部の挙動に及ぼす軸力の影響や遊び回転角の影響を明らかにする。 
第 5章では、本論文の総括を行い、研究から得られた知見をまとめた。 
